
北千葉道路建設促進 特別講演会

成田空港の『第2の開港』と北千葉道路
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成田空港の位置

✓ 成田空港の道路アクセスは、開港以降においては東関東自動車道・新空港自動車道及び国道 295 号により担っている。
✓ また2015年に圏央道（神崎IC～大栄JCT間）が開通し、北関東方面からのアクセスも向上している。

第６ゲート

第１ゲート

第２ゲート

圏央道（事業中）成田空港

羽田空港

茨城空港



成田空港の施設概要
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 A滑走路 4,000m×60m

 B滑走路 2,500m×60m

第1ターミナル

貨物ターミナル地区

南部貨物地区

第２ターミナル

第３ターミナル



（参考）成田空港の施設概要
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運営主体
成田国際空港株式会社(NAA)

（株主：国土交通省91.66%、財務省8.34%）

滑走路
A滑走路 4,000m×60m

B滑走路 2,500m×60m

貨物上屋

貨物ターミナル地区：1９３,０00㎡
・上屋１０棟

（第１～８貨物、輸入共同上屋、日航貨物ビル）

南部貨物地区：39,700㎡
・上屋13棟

（整備地区貨物上屋、南部第１～6貨物）

運用時間
※離着陸制限(カーフュー)

A滑走路:24時～6時
B滑走路:23時～6時

ターミナル
処理能力

第1ターミナル ： 2,500万人

第2ターミナル ： 1,700万人

第3ターミナル ： 1,500万人

合計 ： 5,700万人



73%
607 

67%
901 

72%
1,380 

69%
2,279 

60%
2,663 

57%
3,046 

58%
2,777 

62%
3,197 

65%
2,903 

62%
3,457 

61%
3,472 

61%
3,569 

62%
3,611 

63%
3,385 

64%
3,417 

63%
3,540 

63%
3,414 49%

2,977 

49%
3,079 

43%
2,925 

39%
3,101 

37%
3,237 

35%
3,343 

35%
3,582 

36%
3,397 

44%
1,351 

33%
2,740 

31%
3,220 

13%
797 

13%
806 

17%
1,166 

17%
1,355 

18%
1,578 

18%
1,729 

18%
1,836 18%

1,704 

24%
727 

24%
2,006 

22%
2,292 

145 

294 

382 

533 

937 

1,285 

1,098 

1,044 

854 

1,116 1,114 1,123 1,101 

1,011 957 
1,041 

1,011 

1,143 
1,205 

1,352 

1,728 

1,915 

2,191 

2,290 

2,206 

514 

1,906 

2,499 

9 

26 

50 

194 

348 

437 

414 

420 

332 

449 533 
547 556 

498 430 
451 

438 

449 
447 

450 

490 

524 

556 

610 

620 

83

322 

491 

66 

118 

118 

284 

467 

534 

488 

505 

364 

518 532 
567 563 

514 532 
581 

577 

703 
792 

956 

1,230 

1,401 

1,736 

1,922 

1,566 

372 

1,442 

1,984 

827 

1,339 

1,930 

3,290 

4,415 

5,302 

4,777 
5,166 

4,453 

5,540 5,651 5,806 5,831 

5,408 5,336 
5,613 

5,440 

6,069 
6,329 

6,849 

7,904 

8,654 

9,555 

10,240 

9,493 

190 
357

3,047 

8,416 

10,486 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

S50 S55 S60 H2 H7 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

国際航空旅客数の推移

国際航空旅客輸送の動向～日本最大の国際空港としての成田～

注）平成23年度までは羽田空港と成田空港を分離せず計上

米国同時多発
テロ(H13)

イラク戦争
SARS(H15)

リーマン
ショック
(H20) 東日本

大震災
(H23)

LCC元年
(H24)

COVID19
感染拡大
(R2～)

成田空港
（速報値）

R6d（速報値）
合計1億486万人

羽田空港 関西空港・伊丹空港 中部空港 その他

7



15都市 15路線

貨物便のみ：5都市5路線

ヨーロッパ方面

備考）2025年4月6日～ 4月19日(14日間)の定期旅客便・定期貨物便速報値に基づく。

65都市 67路線

貨物便のみ：2都市2路線

アジア・中東・オセアニア方面

23都市 23路線

貨物便のみ：6都市6路線

南北アメリカ方面

2都市 2路線

アフリカ方面

18都市 19路線

貨物便のみ：1都市1路線

日本国内

成田空港のネットワーク（2025年 夏期スケジュール期初）

97 社

旅客便： 81社（うちLCC 26社）
貨物便： 23社（うち貨物専用運航 16社）

就航都市数及び就航航空会社

123都市 126路線

旅客便 ：110都市 112路線
貨物便のみ： 14都市 14路線

26ヵ国・地域 53都市

42ヵ国・地域 100都市

国際線就航都市数比較

出典）2025年5月19日～5月25日を対象とし、
CAPA-Centre for Aviation and OAGより作成
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訪日外国人旅行者数の推移

9

出典：日本政府観光局（JNTO）
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我が国におけるインバウンド産業の重要性

10

✓ インバウンド産業は、自動車産業に次いで我が国第２番目の輸出産業。
✓ 2030年訪日客6,000万人、消費額15兆円を目指す旨､首相が施政方針演説(2024年1月30日)において発言。
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インバウンド消費と日本の主要品目輸出額の比較(2024年)

出所：財務省「貿易統計」、観光庁「訪日外国人消費動向調査」をもとに当社作成

(兆円)



2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

日本人 1,311万人 1,349万人 1,370万人 1,438万人 1,366万人 32万人 54万人 342万人 679万人 828万人

訪日旅客 1,290万人 1,430万人 1,594万人 1,773万人 1,662万人 54万人 72万人 652万人 1,789万人 2,273万人

49.6% 51.5% 53.8% 55.2% 54.9%
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国際航空貨物取扱量の推移（重量ベース）
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（万トン）

（ 年度 ）
平成昭和

注１）平成２年度までは羽田空港と成田空港を分離せず、成田空港分として計上
注２） 関西国際空港開港以前は、大阪国際空港における貨物量を示す
注３） 中部国際空港開港以前は、名古屋空港における貨物量を示す 出典）S53d~H2dは「日本出入航空貨物路線別取扱実績」より、H3d～は空港管理状況調書より作成

令和６年度
合計

362万㌧

成田開港
(S53.5)

関西空港開
港(H6.9)

米国同時多発テロ
(H13.9)

中部空港開港
(H17.2)

ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ
(H20.9)

羽田 D R/W供用開始
(H22.10)

羽田国際線ﾋﾞﾙ拡張
(H26.3)

コロナ
(R2.3～)

国際航空貨物取扱量の推移

✓ 我が国の国際航空貨物の取扱量は、成田空港は全体の5割以上、首都圏（成田と羽田）で全体の7.5割以上を占めている。

令和

成田空港 羽田空港 関西空港 中部空港 その他

成田空港
196万トン
（54.3％）

70万トン
（19.5％）

76万トン
（21％）

12.9万トン
（3.6％）



国際航空貨物取扱量（金額ベース）

2023年 国際航空貨物取扱シェア
（金額ベース）

2024年 日本の貿易港ランキング
(金額ベース）

出典：財務省貿易統計から作成

成田空港

68.2%

羽田空港

2.7%

関西空港

21.8%

中部空港

4.6%

福岡空港

2.2%
その他

0.5%

順位 総額 全国比 輸出額 全国比 輸入額 全国比

1 成田空港 16.4% 成田空港 17.2% 成田空港 16.8%

2 名古屋港 15.1% 東京港 14.6% 東京港 11.2%

3 横浜港 8.0% 名古屋港 6.7% 名古屋港 10.8%

4 東京港 7.6% 大阪港 5.7% 横浜港 6.8%

5 神戸港 6.9% 横浜港 5.6% 神戸港 5.5%

✓ 成田空港は、金額ベースでは、我が国の国際航空貨物の約７割を取り扱うとともに、
主要港湾と比較しても、日本一の取扱総額となっており、貨物空港としても重要な役割を果たす。

出典：神戸税関資料から作成
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ACI（国際空港評議会）による航空需要予測

15

出典：ACI World Airport Traffic Forecasts 2023–2052（2024年2月）



アジア主要空港における施設整備計画

16

路線獲得競争の激化アジア各空港が大規模な拡張を計画

2018年 ターミナル2供用
2024年 ターミナル2拡張

2017年 ターミナル4供用
2024年 ターミナル5建設開始
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17

※物理的な容量。
新滑走路供用前に30万回を超えて運用するには
地域との合意が必要。

✓ 日本も国策として、首都圏空港（成田と羽田）の容量を拡大し、合わせて海外の主要都市並みに。

✓ 拡張余地があるのは成田空港。



成田空港が果たすべき役割

中長期的に

世界の航空需要は増大

国際競争力維持、
観光先進国の実現のために

首都圏空港の機能強化は
必要不可欠

成田空港が
これからの需要増を
受け止めていく必要

18

羽田空港の容量は
限界に近い



成田空港の更なる機能強化（50万回へ向けた取り組み）

19

滑走路の延伸・新設

B滑走路延伸：+1000m
C滑走路新設： 3500m

運用時間延長

6時～24時(2019冬ダイヤから)
5時～24時30分(C滑走路供用時)

年間発着容量の増加

30万回→50万回
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成田空港の更なる機能強化事業 着工式典

✓ 2020年1月の航空法の施設変更許可後、各種現地調査、トンネル整備等の準備工事を進めてきたところですが、「本

格工事」となる滑走路造成工事の契約締結が完了し、かつ地権者の皆様のご理解・ご協力により、８割を超える用地

を確保できたことから、2025年５月から「本格工事」に着工。

✓ 2025年５月25日に着工式典を開催。



更なる機能強化事業の進捗等について

21

✓ 延伸するB滑走路と東関東自動車道を立体交差させるため、東関道を地下道化。
✓ ２０24年11月に東関道切回し道路が供用し、現在、東関道地下道化工事（地下道BOXの整備）に着手。
✓ C滑走路エリアでは、C滑走路北側トンネルの整備工事を実施中。

2025年７月撮影

東関東自動車道地下道化工事
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『新しい成田空港』構想にかかる動き等

23

2025年３月期決算 決算説明会資料を一部加工

学識経験者、国、県、地元市町で構成する『新しい成田空港』構想検討会を設置

2022年10月

2023年3月

検討会の「中間とりまとめ」を発表

2024年7月

計9回にわたる検討会での議論の成果として「とりまとめ2.0」を公表し、当社より国土交通省航空局長へ報告

＜本構想にかかる主な経過＞

2024年9月
国の検討会が設置

第１回検討会（空港ターミナルビルや貨物施設）を開催

2025年3月

同 第2回検討会（今後の成田空港の鉄道アクセス）を開催

2025年６月

同 第３回検討会（中間とりまとめ案について）を開催

中間とりまとめの公表

現在も国で検討中



B滑走路延伸

圏央道 (事業中 )

C滑走路新設

土地利用規制の弾力的活用による
空港隣接地との一体的運用

新旅客ターミナル
（駐車場等の関連施設含む）

新貨物地区

• イメージCGは現状の航空写真に「更なる機能強化」の計画内容を合成したものをベースにして、新旅客ターミナルと新貨物地区

等の配置イメージを示したものです。

• 既存施設（貨物施設、整備関連施設等）については、現状のまま示しております。

• 配置計画については今後の検討により変更が生じる場合があります。またCG内表現の一部について簡略化しております。

成田空港の現状

現在の成田空港

新旅客ターミナルと新貨物地区の配置イメージ
※今後の検討により変更が生じる場合があります。

24



成田空港の「第２の開港」プロジェクト

25

2025年６月12日✓ 成田空港における、B 滑走路の延伸及び C 滑走路の新設などを含む「更なる機能強化」および 新旅客ターミナルの
整備や貨物施設の集約などを含む「『新しい成田空港』構想」の総称(愛称)は、公募により、

”成田空港第 2 の 開港プロジェクト”に決定。

成田空港の更なる機能強化

旅客ターミナルを集約しワンターミナル化 新貨物地区の整備により航空物流機能を集約

最適な空港アクセスの実現（道路・鉄道） 地域と空港の一体的・持続的発展

＋

B滑走路延伸 C滑走路新設

スライド運用導入 環境対策・地域共生策の充実

「新しい成田空港」構想

成田空港「第2の開港」プロジェクト
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航空ニーズの変化（ターミナルをまたぐ乗継の増加）

27

✓航空会社間の結びつきは、3大アライアンスの枠組みを越えて多様化

✓LCCの就航、国内線の急成長により、国際線と国内線の乗継利用が増加

✓ターミナル間乗継増加により、旅客利便性低下、航空会社・CIQ等事業者の運用負荷増大

現在のターミナル配置

第2旅客ターミナル第3旅客ターミナル

第1旅客ターミナル南

第1旅客ターミナル北

LCC

■ ターミナル間乗継パターン

国際線 ⇔ 国内線

国際線 ⇔ 国際線
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旅客ターミナルを再構築し、集約型のワンターミナルへ

✓ 成田空港の旅客事業を取り巻く概況、成田空港の抱える諸課題、あるべき姿を踏まえて、
以下の優位性を持つ集約ワンターミナル方式を指向

ターミナルが１つのため、

お客様にとってシンプルでわかりやすい

全ての乗継が同一ターミナル内で完結するため、

ハブ空港としての機能が向上する

リソースの集約化・共用化が図られることで、

高効率な運用が可能

多様なエアライン提携や規模の変化に

フレキシブルに対応が可能



滑走路増設等完了時

新旅客
ターミナル

誘
導
路

ワンターミナル ステップ1

新旅客
ターミナル

誘
導
路

ワンターミナル ステップ3

新旅客
ターミナル

誘
導
路

ワンターミナル ステップ2

鉄道駅

本館機能
（CIQ等）

旅客ターミナルを再構築し、集約型のワンターミナルへ

✓ 運用しながら、外部環境や経営状況に応じて段階的な整備が可能

29
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二次交通との接続機能）

出発ロビー出発カーブサイド

到着カーブサイド

到着ロビー

1階

2階

3階

4階

B1階

B2階ホーム階

コンコース階

GL

オープンスペース

従業員用施設
(保育園・ウェルビーイング機能)

バス、タクシー、他

連絡通路で接続

新ターミナル

駐車場・事務棟・ホテル他

中央広場
(オープン・イベントスペース)

商業・余暇施設

ターミナル駅

連絡通路で接続

旅客ターミナルを再構築し、集約型のワンターミナルへ
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国際航空貨物取扱量空港ランキングの推移

Rank 1979 1989 1999 2009 2019 2020 2021 2022 2023

1 JFK 成田 香港 香港 香港 香港 香港 香港 香港

2 フランクフルト JFK 成田 ソウル仁川 上海浦東 上海浦東 ソウル仁川 ソウル仁川 上海浦東

3 ロンドン フランクフルト シンガポール ドバイ ソウル仁川 ソウル仁川 上海浦東 上海浦東 ソウル仁川

4 成田 香港 ソウル金浦 成田 ドバイ ドバイ 台湾桃園 台湾桃園 アンカレッジ

5 パリ ロンドン アンカレッジ パリ ドーハ ドーハ 成田 成田 ドーハ

6 マイアミ マイアミ フランクフルト 上海浦東 台湾桃園 台湾桃園 ドーハ アンカレッジ 台湾桃園

7 アムステルダム アムステルダム マイアミ フランクフルト 成田 成田 アンカレッジ ドーハ マイアミ

8 香港 シンガポール ロンドン シンガポール シンガポール シンガポール ドバイ マイアミ 成田

9 ロサンゼルス パリ ニューヨーク 台湾桃園 フランクフルトフランクフルトフランクフルトフランクフルト ドバイ

10 シンガポール ソウル金浦 アムステルダム マイアミ アンカレッジ アンカレッジ マイアミ シンガポール フランクフルト

成田＋羽田

32出展：世界空港評議会（ACI）



成田空港における貨物施設の現状

野毛平
工業団地

空港南部
工業団地

大手になると
200往復/日

✓ 成田空港の貨物地区は北部貨物地区および南部貨物地区の２つが存在しているため、複数の貨物地区を回ることに
よる非効率の発生。

✓ 一日当たり大型トラック1,800往復分のコスト、燃料消費、CO2排出。

33

北部貨物地区

南部貨物地区



国際航空物流フロー（輸出）
【現在】（ほぼすべての作業が人手により行われている）

34

フォワーダー施設での作業

フォワーダー施

設輸出処理

フォワーダー

上屋トラック

積み込み

空港への

トラック転送

トラック

荷下ろし

検品・仮置き場へ

移動

ULD組付

け場への

移動

ULD組付け

（Build Up）
検量

エアサイ

ドへ搬出

搭載前

一時保管

航空機へ

の搭載

上屋での作業

上屋での作業 エプロンでの作業



国際航空物流フロー（輸出）
【将来形】（青は自動化部分、赤が人手を集中投下する部分）

35

フォワーダー施

設輸出処理

フォワーダー上屋

トラック積み込み

空港へのト

ラック転送

トラック荷下ろ

し

検品・仮置き場

へ移動

ULD組付け

場への移動

ULD組付け

（Build Up）
検量

搭載前一時

保管

エアサイドへ

搬出

航空機へ

搭載

フォワーダー施設での作業 上屋での作業

上屋での作業

棟間搬送で自動化 BHSで自動化

BHSで自動化 CHS**で自動化
人的資源を
集中投下！

BHS*で自動化

＊BHS＝Bulk Handling System
**CHS=Container Handling System

エプロンでの作業

自動化につき今後検討



新貨物地区ゾーニングと空港隣接地との一体的運用のイメージ

36

空港隣接地

一体的な運用

県
道
成
田
松
尾
線

及
び
（仮
称
）滑
走
路
横
断
道
路
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品川

日暮里

上野

押上

高砂
青砥

成田空港

空港第２ビル成田

千葉

羽田空港

東京

京成成田空港線
（成田スカイアクセス線）

総武線

京成本線

京成押上線

都営浅草線

京浜急行線

羽田アクセス線（工事中）

✓ 鉄道アクセスは、JR線及び京成電鉄によって都心部等と接続

38

鉄道アクセスの現状



【狭隘なT2駅ホーム：2024/2/21撮影】 【混雑するコンコース階：2023/10/25撮影】

39

・空港第2ビル駅にあるJRの「駅たびコンシェルジュ」
にて、インバウンド客がジャパンレールパスを引き換
えるべく、待機する列

・空港第2ビル駅のアクセス線ホームにて、スカイライナーと
アクセス特急の出発時刻が近いタイミングでは、写真のよう
な混雑が発生する

✓ スカイライナーとアクセス特急が重なるピーク時間帯は身動きが難しいほどの混雑が発生。
✓ 既存コンコース階は増加するインバウンド客への対応や災害時の混雑が顕在化しやすい状況。

利用状況（狭隘なホームと混雑するコンコース）



「今後の成田空港施設の機能強化に関する検討会」（国土交通省）

40

国土交通省においては、2024年9月24日、
「今後の成田空港施設の機能強化に関する検討会」を設置。

学識経験者や航空会社・鉄道会社等の関係事業者がメンバー、
今後の成田空港の施設面での機能強化について議論。

2025年6月に中間とりまとめを公表。
引き続き検討が進められている。
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成田空港周辺道路（現状）

42

✓ 成田空港は、都心・成田市方面（第１・２ゲート）へは新空港道・国道295号、多古町・芝山町方面（第６ゲート）へは県道
八日市場佐倉線・成田松尾線に接続されている。



成田空港周辺道路の交通量（現状）

43※交通量出典:H27『全国道路・街路交通情勢調査 一般交通量調査』

成田空港

✓ 成田空港周辺道路は、主に朝の通勤・夕方の帰宅時間帯に各道路で交通量が多くなっている。



2024年度アクセス交通等実態調査（入港調査）

442024年度成田国際空港アクセス交通等実態調査報告書より

2024年7月の調査結果

✓ アクセス改善等の資料とするため、開港当初より成田空港へのアクセス交通手段に関する実態調査を実施
（隔年で調査を行っているが、前回調査はコロナ禍前の2018年７月の調査結果）

✓ 国道２９５号または東関東自動車道を経由した成田市方面からの入港車両が全体の７割以上を占めている



2024年度アクセス交通等実態調査（入港調査）

45

2024年7月の調査結果

✓ 最も入港車両の多い第２ゲートにおいて、入港車両のうち半数以上が乗用車、ついで２割弱の貨物車が入港している。
✓ また入港車両のピーク時間帯は、朝の通勤時間帯（７・８時台）に9.2％となっている。

1,729(10.0%)

1,506(9.2%)



成田空港構内道路の課題

46

✓ ゲート通過後も目的地別の動線になっておらず、旅客・貨物・従業員動線が混在することにより、大型
車・普通車が混在

✓ 分岐が多く、また平面交差点や信号も多いため、速達性が低い

✓ 道路線形に起因し施設間のアクセスに大きな偏りが発生



空港内道路再編のコンセプト

大栄JCT

圏央成田IC

多古IC

千葉県南部・
川崎経由東京方面

茨城県・
関東北部

北千葉道路
外環方面

圏央道 成田空港周辺IC（仮称）(検討中)※

成田JCT

東関道

新空港道

・周回型でわかりやすく速達性の高い道路に再編

・空港内外の交通を円滑に処理
・リダンダンシー機能や広域な
アクセスルートの確保

・空港と東関道・圏央道等を速達性の高い道路で接続

※成田空港周辺IC（仮称）については、千葉県及びNAAで実現に向けて検討中。

47



災害時対応 2019年台風15号

48

✓ 過去最強クラスの風速を記録した台風１５号は、９月９日５時前に千葉県に上陸し、成田空港を直撃。
✓ この強風により、千葉県を中心に倒木や建物の損壊、大規模な停電などの被害が発生。
✓ 多くの鉄道会社が計画運休を実施するなど、交通機関にも大きな影響を及ぼした。



災害時対応 2019年台風15号

49

✓ JR線、京成線（成田空港駅～成田駅）は９日終日運休。
✓ 京成アクセス線は始発から運休し、17：37に再開。
✓ 高速道路は９日未明は通行止め。17：00に一部開通、その後22：10に全線開通となった。

成田空港ターミナル内の混雑状況京成本線：近隣家屋の屋根が倒壊

空港構内道路：大渋滞が発生



成田空港と広域道路網の関係

50

✓ 成田空港周辺の広域道路網により、都心や北関東、県南とのアクセス向上やリダンダンシーの確保が期待される。

北千葉道路



2024年度アクセス交通等実態調査（機関・出発地）

51

全出発旅客のアクセス交通機関構成比

注1）構成比は四捨五入しているため、合計値が合致しない場合があります。

2024年度成田国際空港アクセス交通等実態調査報告書より

出発地の所在地(エリア別・週間拡大値・構成比）

出発地の所在地（都道府県別・首都圏）

✓ 前回調査（2018年）と比較し、鉄道類を利用するお客様の割合が10％増加
✓ 出発地の所在地を都道府県別にみると、東京都の 210,532 人（60.1％）が最も多く、次いで 千葉県の 75,747 

人（21.6％）、神奈川県の 18,945 人（5.4％）となっている



今後の交通量の増加について

52

✓ 過去のアクセス実態調査の結果（空港への日当たり入港台数）と発着回数（年間）を比較するとおおよその相関がある
ことが確認された。

✓ 今後、成田空港の更なる機能強化により空港入港車両数も発着回数に応じて増加していくものと思われる。

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

5,000

7,000

9,000

11,000

13,000

15,000

17,000

19,000

21,000

2013 2016 2018 2024 機能強化後

発着回数

（回／年）

車両台数

（台／日）
入港車両台数の推移

交通量（乗用車） 交通量（貨物車） 発着回数



成田空港周辺道路の検討フロー（案）

53

✓ 今後の道路交通の増大に対応するため、課題抽出や対応策等の検討に繋がる交通分析についてNAA・千葉県で検討
を進めており、分析が進捗した段階で関係道路管理者を交えた議論を進める
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成田空港におけるエアポートシティの実現に向けて

55

【１】 グローバルな視点とローカルな視点でのコンセプト策定の必要性

【２】 『行政と空港が一体となった推進体制』の必要性

【３】 無秩序な地域の開発をさけるための『ゾーニング』の必要性

【４】 人材確保のための『生活環境』、『教育環境』、『就労環境』整備の必要性

【５】 周辺環境に溶け込み、自然と調和したエアポートシティ形成を目指す

■ エアポートシティ展開のポイント

エアポートシティによる空港と地域の一体的発展



名称 NRTエリアデザインセンター（NRT Area Design Center）
発足 2025年４月１日
組織体制 （１）センター長 筑波大学 石田東生 名誉教授

（２）副センター長 千葉県総合企画部 次長
〃 NAA上席執行役員

（３）センター職員 千葉県、NAA職員

実施業務 （１）エアポートシティ構想
（２）空港を核とした地域公共交通ネットワーク構築に向けた取組
（３）産業拠点の形成に向けた取組
（４）エアポートシティ実現に関連する市町のまちづくりに対する支援
（５）エアポートシティのPR・広報に関する業務
（６）民間事業者等との連携に関する業務

NRTエリアデザインセンターの立ち上げ

56



成田空港「エアポートシティ」構想 【全体概要】 （2025.06.12）

57

☞成田空港の国際競争力獲得、日本の成長戦略を牽引する重

要な国家プロジェクト

☞世界の活力を取り込み、我が国、成田空港、周辺地域が本来

有するポテンシャルを最大限に発揮

☞世界をリードするモデル都市圏への変貌

☞世界で日本を輝かせ続けるフラッグシップ・エアポートシティ
へ

☞国際産業拠点形成、日本で最も国際的なまち＝未来志向型
エアポートシティ

☞空港地域固有のアイデンティティ・景観形成

ビジョン

アプローチ ビジョンを実現するための“４つのアプローチ”

〇世界水準の航空・先端産業クラスター形成

〇医療・農業・観光の国際拠点化

〇物流の効率化・高度化

〇規制緩和・制度導入

〇空港と高度産業を支える人材育成・集積
〇選ばれる魅力的な居住エリア・景観・コミュニティ形成
〇グローバルで高質な教育環境整備

〇里山・田園・海・川と共生する新たなライフスタイル

〇複合的な広域幹線道路ネットワーク整備 〇鉄道アクセスの充実

〇周辺のまちづくりを踏まえた効率的な地域公共交通の実現

〇誰もがその人らしく生きる・分かり合える地域社会の実現

〇空港と地域で環境に配慮した統合的取組を推進

〇空港を核とした防災拠点の確立

産業・イノベーション

交通・モビリティ

ダイバーシティ・サステナビリティ

ウェルビーイング

誰もが輝き、世界と響き合う「フラッグシップ・エアポートシティ」



空港を中心として首都圏・北関東を巻き込む広域経済圏に

58



各施設の整備スケジュールイメージ

2020年代 2030年代 2040年代

滑走路

新旅客
ターミナル

新貨物
地区

鉄道

道路

前捌き工事

滑走路横断道路
空港内幹線４車線化

ステップ1

新駅整備

空港内道路再編①

★2028年度末 B・C滑走路等供用

★2030年代前半ステップ1、
ステップ2以降順次供用

★新駅供用

★2030年代初頭新貨物地区供用

需要に応じて順次拡張前捌き工事

複線化は需要に応じて順次実施

空港内道路再編② ターミナルにあわせ順次整備

ステップ2

59
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“成田空港第2の開港プロジェクト”により、成田空港を出入りする交通量が
大きく増加する見込みであり、幹線道路・周辺道路の整備が今後非常に重要。

特に、空港を中心とした広域経済圏の構築にとって高規格道路の整備が不可欠。

北千葉道路の開通により、都心へのアクセス性の向上、千葉県西部地域の道
路渋滞の緩和、災害時の緊急輸送ネットワーク強化などが期待される。

一日も早い北千葉道路の開通を強く期待する。


